
第 16回(令和 7年度)助成研究成果表彰 表彰式・受賞記念講演会 

 
助成研究成果表彰は、優れた成果をあげた助成研究者に与えられるもので、本年度は 11名の応募が 

あり、技術委員会による厳正な審査により各賞の候補者を選考し、5月 27日開催の第 66回通常理事会に

おいて、3名の方の受賞が決定いたしました。 

9 月 1 日に鉄鋼会館において表彰式および受賞記念講演会が行われました。当日は田中理事長の挨拶、

酒井技術委員長の審査講評の後、理事長よりステンレス製の表彰状と副賞が授与され、引き続き受賞者

による記念講演が行われました。 

 

【各賞の受賞者】 

１． 理事長賞  

賞の性格 環境技術及び学術の進歩を通して鉄鋼業や社会に対し、卓越した功績が 

認められる助成研究成果をあげた助成研究者に贈られる。 

氏名 本多 了 所属 金沢大学理工研究域地球社会基盤学系・教授 

助成研究期間 3年間： 令和 3年 11月～令和 6年 10月 

研究テーマ 微生物カプセル MBR法による PFAS汚染水処理プロセスの開発 

研究成果 

 

氏は、微生物カプセル法による PFAS汚染水処理プロセスを開発すると 

ともに、PFOS代謝経路についても検討しており、革新的な成果をあげて 

いる。この研究成果は、大きな課題となりつつある PFAS 対策に寄与する

社会的意義の大きい研究成果である。 

２． 技術委員長賞  

賞の性格 環境技術及び学術の進歩に、卓越した功績が認められる助成研究成果を 

あげた若手助成研究者に贈られる。 

氏名 池盛 文数 所属 長崎大学総合生産科学域(環境科学系)・准教授 

助成研究期間 2年間： 令和元年 11月～令和 3年 10月 

研究テーマ 人為起源二次有機粒子の実態解明を目指した観測・解析手法の開発 

研究成果 

 

氏は、行政が多く所有する測定装置のテープろ紙を利用する観察・解析手

法を確立し、実サンプルを用いて人為起源二次生成有機粒子の実態解明を

行っている。この研究成果は、光化学オキシダントの生成機構解明にもつ

ながる環境行政への貢献も期待できる研究成果である。 

３． 鉄鋼技術賞 

賞の性格 鉄鋼環境技術の進歩を通して鉄鋼業に対し、卓越した功績が認められる 

助成研究成果をあげた助成研究者に贈られる。 

氏名 増田 秀樹 所属 鈴鹿医療科学大学・客員教授 名古屋工業大学名誉教授 

助成研究期間 3年間： 平成 30年 11月～令和 3年 10月 

研究テーマ 炭酸ガスを捕捉し有用性物質へ変換する革新的触媒技術の創製 

研究成果 

 

氏は、イオン液体特性を利用し電気化学的に CO2からメタノール合成やエ

タノール変換への高効率変換に成功している。この研究成果は、鉄鋼業に

おいても、将来の CCS/CCU分野に大きく貢献することが期待され、今後の

カーボンニュートラル実現に向けた重要な研究成果である。 

 

 



【 表彰式の様子 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催者代表挨拶 田中理事長          技術委員審査講評 酒井委員長  

 

        

     

本多氏            池盛氏           増田氏 

 

（記念撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左から）一松専務理事、酒井委員長、増田氏、池盛氏、本多氏、田中理事長 



【記念講演会の様子】 

 

（理事長賞） 

本多氏                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（技術委員長賞） 

池盛氏  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（鉄鋼技術賞） 

増田氏 

 


